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 先端ビジネスリサーチの AQU先端テクノロジー総研（AQUARIUS最先端研究所） 
（千葉市中央区、代表、子安克昌）は、このたび、『ソーシャルテクノロジーが拓く 
未来戦略  ソーシャルメディアにおけるビジネス市場開発に関する調査』(調査報告 
書)を発刊した。 
 
 同調査報告書では、ソーシャルメディアは、共感マーケティングをキーワードに、 
今後、企業の商品開発、販売、顧客サポート、さらには、企業（商品）・個人のブラ 
ンディングにも役立ってゆくと考えている。 
 
 ソーシャルメディアは、世界的な市場成長が見込まれ、今後、６０～８０％の成 
長が予測される。ここにおいて、重要なことはオンライン・ツー・オフライン（Ｏ２ 
Ｏ）、すなわち、オンラインで見つけてきた消費者を、実世界の店舗に連れてくる、 
というトレンドがでてきており、米国の場合、１兆ドル規模の地域消費がオンライン 
へ移り始めており、ソーシャルコマースの売上は 2015年までに、世界で 6倍（B2B、さ 
らに上乗せ）になるとみられる。いっぽう、ソーシャルメデイアが生み出しつつあ 
る、ビッグデータ（非構造化データ）は、その解析技術・活用ノウハウが今後のビジ 
ネス戦略にとって重要となる。ちなみに、２０２０年には、全世界のデータ総量は３ 
５ゼッタバイト（ZettaBytes）、毎年の増加率は４０％とみられており、こうした観 
点からもライフログビジネスなど、ソーシャルメデイアの未来を意識した取り組みが 
重要、としている。 

 
【調査ポイントの一例】▼ 
 

３００億ドル (約２兆４千億円 )

ソーシャルコマースの売上予測
２０１５年には、世界で６倍に （Ｂ２Ｂによりさらに上乗せ）
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●ホームページなどの補助機能としてソーシャルメディア活用
●ユーストリーム活用、ツイッター・アーカイブ併用

ソーシャルメディア
ビジネスモデルの例

 
 

 

     
 

---------------------------------------------------------------------- 



AQU先端テクノロジー総研 《ニュースリリース》   

   
   

AQU Technology Research Institute, Inc. 
 

3 

 【レポート概要】   

      ---------------------------------------------------------------------- 

 

■調査レポートタイトル 

  
ソーシャルテクノロジーが拓く未来戦略  

ソーシャルメディアにおけるビジネス市場開発に関する調査 
 -新ビジネス戦略と共感マーケティング- 

【調査報告書】 

 

■2012年 1月発刊 

 

■価格 
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■ レポート体裁  プリント製本 A4版 、PDF ファイル 234頁 

■ ISBN 978-4-904660-20-1 

 
はじめに 
 
ソーシャルメディアは、共感マーケティングをキーワードに、今後、企業の商品開発、
販売、顧客サポート、さらには、企業（商品）・個人のブランディングにも役立ってゆく
と考えられる。 
 
これまで、弊社ではスマートフォン、タブレット端末、ＳＮＳ市場などを調査する中で、
テクノロジーが人と人とのコミュニケーションを加速させ、ネットワークをさらに拡大して
ゆくと予測していた。２０１１年の東日本大震災以降、ソーシャルメディアは人と人との
つながりだけでなく、社会にとって、また企業にとっても、きわめて重要なプラットフォ
ームになってきたといえよう。 
 
世界的にみても、２０１１年２月、安定した独裁政権とみなされていたエジプトのムバラ
ク政権が、わずか１８日間で崩壊。そのエジプト革命において大きな役割を果たした
のが、Facebook、ツイッター、YouTube等の、いわゆるソーシャルメデイアであった。ま
た若者たちを中心とした社会活動においては、米国、欧州、ロシアなど全世界的に
も、ソーシャルメディアを活用する動きが顕著となっている。 
 
2011年 9月には全世界の会員数が 8億人を超えた Facebookだが、日本でも利用規
模は拡大しており、8月には日本国内で 1000万人を超え、ｍｉｘｉ、Ｔｗｉｔｔｅｒなどととも
に、ソーシャルメディアの一翼を担うようになってきた。また、Google＋は 6月 28日の
公開以降、招待制で試験運用されていたが、9月 20日に一般向けベータ版に移行、
誰でも利用可能になったことから、大幅に増加している。 
 
 ソーシャルメディアは、世界的な市場成長が見込まれ、今後、６０～８０％の成長が
予測される。ここにおいて、重要なことはオンライン・ツー・オフライン（Ｏ２Ｏ）、すなわ
ち、オンラインで見つけてきた消費者を、実世界の店舗に連れてくる、というトレンドが
でてきており、米国の場合、１兆ドル規模の地域消費がオンラインへ移り始めており、
レストラン、コーヒーショップ、スポーツ教室、クリーニングなどの集客に効果を発揮し
ている。ソーシャルコマースの売上は 2015年までに、世界で 6倍（B2Bがさらに上乗
せ）になるとみられる。 
 
ところで、ソーシャルメデイアが生み出しつつある、ビッグデータ（非構造化データ）
は、その解析技術・活用ノウハウが今後のビジネス戦略にとって重要となる。ちなみ
に、２０２０年には、全世界のデータ総量は３５ゼッタバイト（ZettaBytes）に、また毎年
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の増加率は４０％に達する（ＩＤＣ）。こうした観点からもライフログビジネスなど、ソーシ
ャルメデイアの未来を意識した取り組みが大切となってくるだろう。 
 
当調査では、ソーシャルメディア市場の展望と今後のビジネスチャンス、ソーシャルメ
ディアテクノロジーの現状と将来、ソーシャルテクノロジー・ビジネス利用の動向、ソー
シャルメディア・主要企業のビジネス戦略、ソーシャルメディア・プラットフォームにお
けるビジネス戦略、ソーシャルメディアにおける、ネットビジネス戦略ノウハウ、ソーシャ
ルメディアのユーザー動向について、調査分析している。当調査が皆様のビジネス
開発、研究開発、製品サービス開発に少しでも寄与できましたら幸いです。 
                                  

ＡＱＵ先端テクノロジー総研 
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